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提供機関：金沢大学

科
目
名

防災学入門 授業形態 開講期間 9月16日～ 9月19日

英文科目名 Introduction to disaster prevention
①対面授業 ○

開講時間 集中講義
②オンライン授業

レベル ※語学は必須
（その他履修上の注意事項）

本授業で必要な講義を受講し、単位を取得したものは日本防災士機構の防災士資格
の受験資格を獲得できる。本講義は石川県との共同開催の授業であり、その実施に
は県から予算が投入されている、納税者に対する説明責任があるため、真摯な態度
で履修する社会的責任が求められる。その意識を持って履修登録をしてもらいたい。

③対面・オンライン併用
開講場所 金沢大学

復習用ビデオの録画・配信

受
講
定
員
等

担 当 教 員 青木　賢人 単位数 2単位

成績評価
方法・割合

評価方法は合否とする。

本講義は、日本防災士機構が求める標
準カリキュラムに相当する授業をすべ
て受講し、同機構による防災士試験に
合格することを単位取得要件とする。

定員数　100名　　　定員超過時の選考方法等　1年生を優先して抽選
特別聴講学生等定員　40名　　　
科目等履修生定員　若干名

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生
（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生
（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生
(社会人で単位を必要としない者)

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

教員の指示に従う 9,800円 28,200円 29,600円 教員の指示に従う

科
目
の
内
容

　災害や防災・減災に関する基本的知識・技術をもって地域社会における防災活動や災害ボランティアに参
加する人材の育成を目的とする。この授業を通じて、民間資格である防災士の取得を目指し、防災士取得後
の活動に向けての展望を得る。防災士には、地域社会での自主防災活動や災害ボランティアへの参加が期待
される。

　この授業の履修を通じて、民間資格である防災士の取得を目指す。受講者は最終日に実施される防災士資
格取得試験を受験し、合格すれば防災士資格を得ることができるとともに、本講義の単位を取得することが
できる。

　防災士取得後は、地域社会での自主防災活動や災害ボランティアへの参加が期待されるが、その際に必要
となる基礎的な知識やスキルをこの授業を通じて身に付けることができる。

その他特記事項
（テキスト・教材参考書等）

受講希望者（金沢大学を除く）は、
以下の入力フォームから申し込むこと。
https://docs.google.com/forms/d/1zvwdlVFi6 

Q12q-lb6ZiIzvrZvqWsIxxP7l02hv5AFYw

【申込期限：令和7年6月19日（木）午後12：00】
定員超過の場合、1年生を優先して抽選を
行う。抽選結果は登録したメールアドレ
スに連絡する。履修許可者にはLMS利用
のための ID等を連絡する。
※金沢大学の受講希望者は、Q2履修登録
期間に通常通りWEB履修登録すること。

日本防災士機構認定のテキストを利用する。

授業日程・
スケジュール

9月16日（火）～ 9月19日（金）　

内、1日は救急救命講習を含む

授業担当教員紹介 URL

ホームページ・メールアドレス等 E－mail kentaoki@staff.kanazawa-u.ac.jp

提供機関：金沢大学

科
目
名

グローバル時代の国際協力 授業形態 開講期間 4月10日～ 5月29日

英文科目名 Global Cooperation
①対面授業 ○

開講時間 木曜日　第3講時　13：00 ～ 14：30
②オンライン授業

レベル ※語学は必須
（その他履修上の注意事項）

③対面・オンライン併用
開講場所 金沢大学で確認

復習用ビデオの録画・配信

受
講
定
員
等

担 当 教 員 渡辺　敦子 単位数 １単位

成績評価
方法・割合

授業参加：40％
グループワークGroupwork：20％
最終レポート（1,200-1,800字）：40％

定員数　85名　　　定員超過時の選考方法等　受付順
特別聴講学生等定員　若干名　　　
科目等履修生定員　若干名

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生
（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生
（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生
(社会人で単位を必要としない者)

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

教員の指示に従う 9,800円 28,200円 14,800円 教員の指示に従う

科
目
の
内
容

　グローバル化の時代において、我々は、国境を超えた人類共通の課題に、どのように共に立ち向かうこと
ができるだろうか。狭義の国際援助協力のみならず、民間協力、協調的外交努力も含む人類の共通善に向け
た努力は、これまでどんな歴史を歩み、また、今後どう発展してゆくのだろうか。

その他特記事項
（テキスト・教材参考書等）

小熊英二著「社会を変え
るには」（講談社新書）を
副読本として使用する。

授業日程・
スケジュール

①イントロダクション ②グローバル協力とはなにか
③なぜグローバル協力は達成困難になったのか ④グローバル協力の歴史I
⑤グローバル教育の歴史II ⑥グローバル民主主義の可能性
⑦ケーススタディ ⑧結論：世界は共に生きることができるのか

授業担当教員紹介 URL https://www.researchgate.net

ホームページ・メールアドレス等 E－mail atsukowtnb@staff.kanazawa-u.ac.jp


